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樹
上
選
果

　
樹
上
選
果
で
は
、
病
害
虫
被
害
果
や
キ
ズ
果
、
粗

皮
果
等
の
外
観
不
良
果
と
規
格
外
の
大
き
さ
の
果
実

を
摘
果
し
ま
す
。
天
成
り
果
等
の
果
梗
枝
が
太
い
果

実
は
、
秋
芽
が
発
生
し
な
い
よ
う
果
梗
枝
ご
と
剪
定

鋏
を
使
っ
て
基
部
か
ら
間
引
き
ま
す
。
商
品
価
値
の

低
い
果
実
を
あ
ら
か
じ
め
摘
果
し
て
お
く
こ
と
で
、

収
穫
作
業
や
家
庭
選
果
の
省
力
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

秋
肥

　

秋
肥
は
、
果
実
生
産
に
よ
り

弱
っ
た
樹
の
樹
勢
の
回
復
、
耐
寒

性
の
向
上
、
翌
春
の
着
花
量
や
発

芽
量
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に

施
用
し
ま
す
。
肥
料
成
分
は
水
に

溶
け
た
状
態
で
根
に
吸
収
さ
れ
ま

す
の
で
、
施
肥
後
に
降
雨
が
な
い

場
合
は
か
ん
水
を
行
う
な
ど
し
て

吸
収
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

　
10
月
に
入
っ
て
も
高
温

多
雨
の
日
が
続
く
場
合
は

黒
点
病
の
防
除
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
収
穫
時
期

に
近
づ
い
て
く
る
た
め
、

収
穫
前
日
数
に
特
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
秋
期
の
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

被
害
は
、
収
穫
時
の
果
実

の
外
観
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
の
で
、
徹
底
防
除
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
気
候
の

温
暖
化
に
よ
り
、
病
害
虫

の
発
生
期
間
が
伸
び
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
園

地
を
よ
く
観
察
し
て
被
害

の
発
生
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
い
よ
い
よ
秋
本
番
を
迎
え
ま
す
。
今
月
は
翌
年
一

番
茶
の
充
実
に
向
け
た
管
理
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
秋
整
枝
は
翌
年
一
番
茶
の
摘
採
期
や
収
量
・

品
質
を
左
右
す
る
重
要
な
管
理
に
な
る
の
で
、
生
育

状
況
に
適
し
た
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

秋
整
枝

　
秋
整
枝
は
摘
採
面
を
な
ら
し
て
芽
揃
い
を
均
一
に

し
つ
つ
、
摘
採
時
に
古
葉
が
混
入
す
る
の
を
防
ぐ
目

的
が
あ
り
ま
す
。
気
象
状
況
に
注
意
し
、
適
期
に
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

時
期
：
10
月
中
下
旬
（
１
日
の
平
均
気
温
が
18
～

19
℃
以
下
に
な
る
頃
）

【
参
考
】�

２
０
２
３
年
管
内
Ｅ
Ｃ
気
象
デ
ー
タ�

（
平
均
気
温
）：
10
月
13
日　
17
・
67
℃

※�

整
枝
時
期
が
早
い
と
暖
か
い
気
温
の
中
で
再
萌
芽

し
、
冬
の
低
温
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
近
年
、
暖
冬
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

気
象
状
況
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
整
枝
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

葉
層
は
８
㎝
以
上
確
保
し
、
三
番
茶
摘
採
園
で
は
摘

採
面
を
軽
く
な
ら
す
程
度
に
、
三
番
茶
不
摘
採
園
で

は
二
番
茶
の
摘
採
面
よ
り
４
～
６
㎝
上
（
三
番
茶
の

葉
を
２
～
３
枚
残
す
程
度
）
の
高
さ
で
整
枝
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
の
防
除

10
月
中
～
下
旬

①
赤
焼
病

傷
口
か
ら
感
染
し
、
落
葉
な
ど
の
被
害
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
整
枝
後
や
強
風
を
受
け
た
と
き
な
ど
に
、

な
る
べ
く
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
防
除
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

②
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ

高
温
・
乾
燥
下
で
発
生
数
が
多
く
な
り
ま
す
。
昨
年

度
は
気
温
が
例
年
よ
り
も
高
く
推
移
し
た
こ
と
で
多

発
生
し
た
茶
園
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
越
冬
個
体
数
が

増
え
る
と
、
翌
年
一
番
茶
期
の
被
害
増
加
に
繋
が
る

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

③
ハ
マ
キ
ム
シ
類

管
内
で
は
、
夏
頃
か
ら
発
生
数
の
多
い
茶
園
が
見
ら

れ
た
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
各
地
区
の
防
除
暦
や

防
除
情
報
な
ど
を
参
考
に
、
適
期
防
除
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

秋
耕
を
し
て
来
年
の
ガ
ス
発
生
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う

　
稲
わ
ら
が
来
年
ま
で
残
っ
て
い
る
と
、
気
温
の
上

昇
と
共
に
急
激
に
分
解
さ
れ
て
ガ
ス
害
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
収
穫
後
に
耕
運
を
行
い
、
稲
わ
ら
の
分
解

を
促
す
事
で
、
春
～
夏
の
ガ
ス
発
生
量
を
抑
え
る
事

が
で
き
ま
す
。
次
の
資
材
を
施
用
す
る
こ
と
で
稲
わ

ら
の
分
解
を
よ
り
促
進
で
き
ま
す
。

・�

石
灰
窒
素
（
10
～
20
㎏
／
10
ａ
）

　
※
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
軽
減
駆
除
も
兼
ね
て

・
わ
ら
ゴ
ー
ル
ド
（
30
～
45
㎏
／
10
ａ
）

土
壌
改
良
資
材
を
積
極
的
に
施
用
し
ま

し
ょ
う

　
ケ
イ
酸
質
資
材
施
用
の
効
果
と
し
て
、
登
熟
が
向

上
し
粒
太
り
が
良
く
な
り
ま
す
。
ま
た
発
根
を
促
進

し
、
茎
や
葉
を
丈
夫
に
す
る
の
で
倒
伏
や
病
害
虫
に

強
く
な
り
ま
す
。

・�

ケ
イ
酸
加
里
プ
レ
ミ
ア
34
（
60
㎏
／
10
ａ
）

　

�

ケ
イ
酸
と
加
里
の
相
乗
効
果
で
根
張
り
が
良
く
な

り
根
が
活
性
化
し
ま
す
。

・�

と
れ
太
郎
（
80
㎏
／
10
ａ
）

　

�

作
物
へ
の
ケ
イ
酸
吸
収
が
高
く
、
リ
ン
酸・苦
土・

石
灰
を
含
む
の
で
稲
を
健
全
に
育
て
ら
れ
、
収
量

や
品
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・�

オ
イ
ス
タ
ー
ミ
ネ
ラ
ル
（
１
０
０
㎏
／
10
ａ
）

　

�

カ
キ
殻
と
ケ
イ
酸
の
ダ
ブ
ル
効
果
で
強
い
稲
づ
く

り
が
で
き
ま
す
。

来
年
度
の
雑
草
を
減
ら
す

　
刈
取
り
後
、
ま
だ
雑
草
が
生
育
し
て
い
る
時
期
に

除
草
剤
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
来
年
の
種
子
や

越
冬
す
る
雑
草
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

ク
ロ
レ
ー
ト
Ｓ
粒
剤
（
20
～
25
㎏
／
10
ａ
）

・�

プ
リ
グ
ロ
ッ
ク
ス
Ｌ（
１
０
０
～
１
５
０
Ｌ
／
10
ａ
）

※�

右
記
の
農
薬
は
毒
劇
物
に
な
り
ま
す
。
お
買
い
求

め
の
際
は
、
印
鑑
の
持
参
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

丁寧な作業を行いましょう

収穫に向けて

収穫後のほ場管理 農業経営支援課　山村 哲平農業経営支援課　山村 哲平

茶指導販売課　菊川　響茶指導販売課　菊川　響

果樹林産センター　青島 大貴果樹林産センター　青島 大貴

AGRIW PORK OINT
アグリ ワーク ポイント

時期 対象病害虫 薬剤名 倍率 使用基準
10月上旬 黒点病 ペンコゼブ水和剤 600倍 30日－4回
発生時 ミカンハダニ コロマイト水和剤 2,000倍 7日－2回

多発時 カメムシ
ミドリヒメヨコバイ ロディー乳剤 2,000倍 7日－4回

降雨が
多い場合

褐色腐敗病・
黒点病 ストロビーＤＦ 2,000倍 14日－3回

時期 品種 肥料名 施肥量

10月下旬 早生 粒状固形
B080

３袋／
10ａ

11月上旬 青島 粒状固形
B080

３袋／
10ａ

岡部支店料理室で、フレッシュミズスクールを
開き、親子で作れる料理教室を行いました。

8 1

女性部岡
部ブロック

農産物集出荷場で、女性部リーダー研修会を開き、アウトドア防災講座を学びました。

8 22

女性部本部

農産物集出荷場で
、茶の審査技術向

上

と部員の相互交流
を目的に、茶生産

青

年茶審査技術競技
会を開きました。

8 9

青壮年部本部

子供たちが地元産
緑大豆の木綿豆腐

作りを体験しました
。

8 17

女性部
キタハ

イブロ
ック

　全国のJAには、主に農業を営む男性で構成さ
れた「青壮年部」、食や農に関心のある女性で構
成された「女性部」という組織があります。現
在、JA大井川では、青壮年部員203人、女性部
員1,282人がJAと共に地域貢献を目的として、
さまざまな活動に取り組んでいます。

僕たち私たち、今日も元気に活動中！

青壮年部・女性部
活 動 紹 介

青壮年部・女性部

私たちと一緒に活動できる仲間を募集！

お近くの営農経済センター
にご連絡ください部 員 募 集

8 6

青壮
年部
本部

　危機感を覚えた茶業で
も、「言葉に出して行動す
れば、実現できる」などの
前向きな取り組みを発表し
た宮村さん。審査の結果、
JA青年の主張の部で最優
秀賞を受賞し、12月に三
重県で開かれる東海北陸地
区発表大会に県の代表とし
て出場します。

島田支部　宮村智久さん

グランシップで開
かれた第73回静岡

県JA青壮年

部組織活動実績・
青年の主張発表大

会で宮村智久

さんが、「言霊を
信じる」と題した

発表を行いま

した。

こと  だま


